
JP 4076485 B2 2008.4.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ケーシングの圧入作業又は引き抜き作業を行いその作業時にケーシングを把持するケーシ
ング把持装置を備えたケーシングドライバにおいて、このケーシング把持装置の把持面に
、ケーシングの凸状の接続部を入れることが可能な凹部を設けるようにしたことを特徴と
するケーシングドライバ。
【請求項２】
ケーシングの圧入作業又は引き抜き作業を行いその作業時にケーシングを把持するケーシ
ング把持装置を備えたケーシングドライバにおいて、このケーシング把持装置の内周部に
装着することにより、ケーシング把持装置で把持するケーシングよりも小径のケーシング
を把持することができるようにするためのスペーサを付設し、このスペーサの把持面に、
ケーシングの凸状の接続部を入れることが可能な凹部を設けるようにしたことを特徴とす
るケーシングドライバ。
【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載のケーシングドライバにおいて、把持面に凹部を設ける場合
、凹部を把持面の周囲全体にわたって設けるようにしたことを特徴とするケーシングドラ
イバ。
【請求項４】
請求項３に記載のケーシングドライバにおいて、凹部を把持面の周囲全体にわたって設け
る場合、複数個所に設けるようにしたことを特徴とするケーシングドライバ。
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【請求項５】
請求項１に記載のケーシングドライバにおいて、ケーシング把持装置を、回転駆動装置に
固定的に設置する固定バンドと、この固定バンドの両端部にそれぞれ回動可能に枢着する
可動バンドを含む、固定バンドよりも上下方向の幅が狭い複数の可動バンドとを設けて構
成し、可動バンドが存在しない上下方向の位置における固定バンドの把持面に凹部を設け
るようにしたことを特徴とするケーシングドライバ。
【請求項６】
請求項２に記載のケーシングドライバにおいて、ケーシング把持装置を、回転駆動装置に
固定的に設置する固定バンドと、この固定バンドの両端部にそれぞれ回動可能に枢着する
可動バンドを含む複数の可動バンドとを設けて構成するとともに、スペーサを、固定バン
ドに装着する固定バンド用スペーサ片と、各可動バンドにそれぞれ装着する、固定バンド
用スペーサ片よりも上下方向の幅が狭い複数の可動バンド用スペーサ片とを設けて構成し
、可動バンド用スペーサ片が存在しない上下方向の位置における固定バンド用スペーサ片
の把持面に凹部を設けるようにしたことを特徴とするケーシングドライバ。
【請求項７】
請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のケーシングドライバにおいて、ケーシング把持
装置を、ケーシングの周囲に上下方向に移動可能に設置して楔作用によりケーシングを把
持する楔部材と、この楔部材を上下方向に移動させたときに楔部材をケーシングの外周に
押し付けて楔作用によりケーシングの把持を行ったりその把持を解除したりするように楔
部材を案内する案内部材とを設けて構成し、楔部材を上下方向に移動させる距離よりも大
きい幅を上下方向に有する凹部を把持面に設けるようにしたことを特徴とするケーシング
ドライバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鋼管杭や羽根付き鋼管杭等のケーシングの圧入作業又は引き抜き作業を行う
ケーシングドライバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　土木、建築工事に使用する鋼管杭、羽根付き鋼管杭、鋼管類等のケーシング（以下単に
「ケーシング」という。）の圧入作業や引き抜き作業を行う装置として、ケーシングドラ
イバと称する縦穴掘削機が従来から一般的に知られている。本発明は、こうしたケーシン
グドライバにつき、ケーシングの圧入、引き抜き作業時にケーシングを把持するケーシン
グ把持装置（チャッキング装置）の部分を改良しようとするものである。
【０００３】
　そこで、その改良点を容易に理解できるようするため、従来のケーシングドライバにつ
いて説明する。ケーシングドライバには、種々のタイプのものがあるが、ここでは、従来
出願人が実施していたケーシングドライバの典型的な例を図７及び図８に基づいて説明す
る。図７は、従来例のケーシングドライバの正面図、図８は、図７のケーシングドライバ
の平面図である。
【０００４】
　これらの図において、１は土木、建築工事においてケーシング２０（図７及び図８には
図示せず。後述する図１乃至図６を参照のこと。）の圧入作業や引き抜き作業を行うケー
シングドライバ、２は中央にケーシング２０の挿通空間を有しケーシングドライバ１の基
部をなす略方形枠状のベースフレーム、３はこのベースフレーム２に設けられケーシング
ドライバ１を地面に設置する際にその姿勢を水平に調整するための水平調整ジャッキ、４
は中央にケーシング２０の挿通空間を有し上昇下降するようにベースフレーム２上に昇降
可能に設置される昇降フレーム、５はベースフレーム２に立設され昇降フレーム４を昇降
時に上下方向に案内するガイドポスト、６は昇降フレーム４を下降上昇させるように駆動
するスラストシリンダである。
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【０００５】
　ガイドポスト５は、中空状をなしベースフレーム２の四隅に立設されている。スラスト
シリンダ６は、各ガイドポスト５の中空部にそれぞれ納められ、シリンダ部が昇降フレー
ム４に取り付けられロッド部がガイドポスト５に取り付けられている。昇降フレーム４に
は、作業足場としての作業用ステージ（図示せず。）が脚部材を介して高所に設置されて
おり、この作業用ステージは、ケーシング２０の挿通空間を中央部に有し、ケーシング２
０の建て込み、回収、鉄筋コンクリートの打設等種々の作業を行う。ケーシング２０は、
先端部に掘削ビットを設けた地山掘削用の先端ケーシングと、これに継ぎ足される適当数
の継ぎケーシングとからなり、先端ケーシングに継ぎ足される継ぎケーシングの数を調節
することにより、地中に建て込むケーシング２０の全長を調節することができる。なお、
後述する図１乃至図６には、ケーシング２０の例として鋼管杭を図示している。
【０００６】
　７は旋回ベアリング９、回転体１０、ピニオン１０ａ及び油圧モータ１１を設けて構成
された、ケーシング把持装置８を回転駆動するための回転駆動装置、８はケーシング２０
を把持するための後に詳述するケーシング把持装置、９は旋回ベアリング、１０はこの旋
回ベアリング９を介して昇降フレーム３に回転自在に取り付けられたギア付きの回転体、
１１はこの回転体１０を回転駆動するための遊星歯車減速機構付きの油圧モータ、１２は
後述するケーシング把持装置７のバンドシリンダ、１３はケーシング把持装置８では直接
把持できない小径のケーシング２０を把持するためのスペーサである。
【０００７】
　回転体１０は、ケーシング２０の挿通空間を有するようにリング状をなして外周に外歯
歯車が形成されており、この外歯歯車に、遊星歯車減速機構付きの油圧モータ１１で回転
駆動されるピニオン１０ａを噛み合わせている。したがって、油圧モータ１１を駆動する
と、その回転がピニオン１０ａを介して回転体１０に減速して伝達され、回転体１０は、
旋回ベアリング９の周りを旋回する。この旋回ベアリング９は、回転体１０と同様、ケー
シング２０の挿通空間を有するようにリング状をなしており、昇降フレーム４の中央部に
取り付けられている。油圧モータ１１は、ここに示す例では昇降フレーム４上に左右一対
設置されている。
【０００８】
　ケーシング把持装置８は、回転体１０に取り付けられており、そのため、一対の油圧モ
ータ１１で回転体１０を回転駆動することにより、ケーシング把持装置８を、回転体１０
を介して回転駆動することができる。また、このケーシング把持装置８は、回転体１０を
介して昇降フレーム４に取り付けられており、そのため、スラストシリンダ６を伸縮して
昇降フレーム４を上昇下降させることにより、ケーシング把持装置８を、昇降フレーム４
及び回転体１０を介して上昇下降させることができる。ケーシング把持装置８には、種々
のタイプのものがあり、従来周知のものであるので詳細な説明は省略するが、ここでは、
ケーシング２０をバンドで締め付けて把持するタイプのものを例示している。
【０００９】
　このバンドによるケーシング把持装置８は、底部８ａ’を回転体１０に固定して設置さ
れた固定バンド８ａと、回転体１０に固定しないで設置され固定バンド８ａの両端部にそ
れぞれ配置された一対の可動バンド８ｂと、バンドシリンダ１２とで、これらの隣接する
端部同士をピン８ｃで枢着して、全体としてリング状に形成され、バンドシリンダ１２の
伸縮によりケーシング２０を締め付けて把持する。ここでは、可動バンド８ｂを固定バン
ド８ａの両端部に一対枢着したケーシング把持装置８の例しか示していないが、これらの
可動バンド８ｂの各端部に更に可動バンドを枢着して、これらの可動バンドの非枢着側の
各端部にバンドシリンダ６ｃを枢着するようにすることもできる。
【００１０】
　ケーシングドライバ１には、スペーサ１３をアタッチメントとして付設している。この
スペーサ１３は、固定バンド８ａの内側に装着される（着脱可能に取り付けられる）固定
バンド用スペーサ片１３ａと、各可動バンド８ｂの内側にそれぞれ装着される複数の可動
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バンド用スペーサ片１３ｂとからなり、ケーシング把持装置８と同様、全体としてリング
状に形成される。スペーサ１３は、必要に応じてケーシング把持装置８に装着することに
より、ケーシング把持装置８で把持する標準のケーシング２０よりも小径のケーシング２
０を確実に把持できるようにする働きをする。
【００１１】
　こうした構造を備えたケーシングドライバ１によりケーシング２０の建て込み工程を実
施する場合には、ケーシング２０をケーシング把持装置８で把持し回転体１０を回転駆動
しながらスラストシリンダ６で下降させて地中に押し込むことにより縦穴を掘削する。ま
た、スラストシリンダ６が限界近くまで縮んだら、ケーシング把持装置８によるケーシン
グ２０の把持を解除して、ケーシング把持装置８を、スラストシリンダ６を伸ばすことに
より上昇させ、しかる後、再び、ケーシング２０をケーシング把持装置８で把持し回転駆
動しながら下降させて地中に押し込むことにより縦穴を掘削する。
【００１２】
　こうした操作は、ケーシングの長さに応じて適当数行ってケーシング２０を漸次押し込
み、ケーシング２０を地中に建て込む。この縦穴の掘削過程でケーシング２０内に溜った
土砂は、ハンマーグラブ等で地上に搬出する。こうしてケーシング２０を地中に建て込ん
だら、これにケーシング２０を溶接等により適宜継ぎ足して、同様の作業を順次繰り返し
てケーシング２０を設定地点まで建て込む。ケーシング２０の建て込みが終了したら、例
えば鉄筋コンクリートの地中構造物を構築する場合には、ケーシング内に鉄筋かごを挿入
して生コンクリートを打設する。
【００１３】
　地中に建て込まれたケーシング２０は、再利用できるように引き抜いて回収することも
ある。その回収作業について説明すると、ケーシング把持装置８でケーシング２０の上端
部を把持した後、ケーシング把持装置８をスラストシリンダ６でそのストローク分程度上
昇させて、互いに連結された一連のケーシング２０を引き上げる。次いで、ケーシング２
０を相伴クレーン（図示せず）で把持して落下しないようにした上で、ケーシング把持装
置８によるケーシング２０の把持を解除してケーシング把持装置８をスラストシリンダ６
のストローク分程度下降させる。
【００１４】
　しかる後、ケーシング２０をケーシング把持装置８で把持した後、相伴クレーンによる
ケーシング２０の把持を解除して、再び、ケーシング把持装置８を上昇させてケーシング
２０を引き上げ、こうした操作を適当回数行ってケーシング２０の長さ分程度ケーシング
２０を引き上げる。次いで、引き上げられた一連のケーシング２０を相伴クレーンで把持
した後、その把持したケーシング２０の上方のケーシング２０を分離して相伴クレーンで
回収する。ケーシング２０の引き抜き工程では、こうした作業を、ケーシング２０の数に
応じて反復実施して各ケーシング２０を回収する。この種のケーシングドライバは、例え
ば特許文献１に開示されている。以上述べたケーシング２０の建て込み工程や引き抜き工
程において、ケーシング把持装置８では直接把持できない小径のケーシング２０を把持す
る必要が生じたときには、ケーシング把持装置３の内周部にスペーサ１３を装着して、以
上の工程と同様の工程を実施する。
【特許文献１】特開平５ー３３１８５３号公報（第３頁、図１－３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところで、ケーシング２０の建て込み工程でこれを継ぎ足すときには、昇降フレーム４
の上方の前述の作業用ステージ上においてケーシング２０の端部同士を溶接等により接続
する。そのため、ケーシング２０の接続個所２０ａには、後述する図１乃至図６に図示の
ように凸状の接続部２０ｂが環状に形成される。こうしたケーシング２０の凸状の接続部
２０ｂをケーシング２０の建て込み工程や引き抜き工程でケーシング把持装置８により把
持すると、ケーシング把持装置８の把持面を接続部２０ｂの凸部により損傷させたり、ケ
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ーシング２０を鉛直方向に把持できなくなったりし、最悪の場合には、ケーシング２０が
ケーシング把持装置８から滑り落ちる事態も生じる。
【００１６】
　こうしたことから、ケーシングドライバ１でケーシング２０の建て込み作業や引き抜き
作業を実施する場合に、現状では、ケーシング把持装置８によるケーシング２０の把持位
置を作業員が逐一確かめながら、凸状の接続部２０ｂを避けてケーシング把持装置８で把
持するようにして作業を行うことを余儀なくされている。そして、このように凸状の接続
部２０ｂを避けてケーシング２０を把持する方法を採ると、凸状の接続部２０ｂを把持す
る場合に比べてスラストシリンダ６のストローク量を増加させることが必要となり、その
結果、ケーシングドライバ１が大型化してその製作費が割高となる。一方、ケーシング２
０の凸状の接続部２０ｂをケーシング把持装置３で把持した場合に、接続部２０ｂの凸部
により把持面を損傷させたり、ケーシング２０を鉛直方向に把持できなくなったりする等
の前述の問題は、ケーシング把持装置３の内周部にスペーサ１３を装着することにより、
小径のケーシング２０を、スペーサ１３を介して把持した場合にも同様に生じる。
【００１７】
　この出願の発明は、従来の技術にみられるこうした問題を解決しようとするものであっ
て、その技術課題は、ケーシングドライバでケーシングの建て込み作業又は引き抜き作業
を実施する場合において、ケーシングの凸状の接続部をケーシング把持装置で直接把持し
、又はスペーサを介して把持しても、これらの把持面が損傷する等の前記の問題が生じな
いケーシングドライバを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　この出願の発明のこうした技術課題は、次に示す１）及び２）の手段によって解決する
ことができる。
【００１９】
１）ケーシングの圧入作業又は引き抜き作業を行いその作業時にケーシングを把持するケ
ーシング把持装置を備えたケーシングドライバにおいて、
　このケーシング把持装置の把持面に、ケーシングの凸状の接続部を入れることが可能な
凹部を設ける。
【００２０】
２）ケーシングの圧入作業又は引き抜き作業を行いその作業時にケーシングを把持するケ
ーシング把持装置を備えたケーシングドライバにおいて、
　このケーシング把持装置の内周部に装着することにより、ケーシング把持装置で把持す
るケーシングよりも小径のケーシングを把持することができるようにするためのスペーサ
を付設し、このスペーサの把持面に、ケーシングの凸状の接続部を入れることが可能な凹
部を設ける。
【００２１】
　前記１）の手段を採用したこの出願の第１番目の発明のケーシングドライバでは、ケー
シング把持装置の把持面に、特に、ケーシングの凸状の接続部を入れることが可能な凹部
を設けているので、ケーシングの圧入作業時又は引き抜き作業時にケーシングをケーシン
グ把持装置で把持するときに、ケーシング把持装置の把持面に設けた凹部にケーシングの
凸状の接続部を納めるようにして把持することができる。そのため、この凸状の接続部を
ケーシング把持装置で把持しても、従来の技術のように、ケーシング把持装置の把持面を
接続部の凸部により損傷させたり、ケーシングを鉛直方向に把持できなくなったりする等
の「発明が解決しようとする課題」の項で述べたような問題が生じることはない。
【００２２】
　前記２）の手段を採用したこの出願の第２番目の発明のケーシングドライバでは、スペ
ーサの把持面に、特に、ケーシングの凸状の接続部を入れることが可能な凹部を設けてい
るので、ケーシング把持装置の内周部にスペーサを装着することにより、ケーシング把持
装置で通常把持するケーシングよりも小径のケーシングを、スペーサを介してケーシング



(6) JP 4076485 B2 2008.4.16

10

20

30

40

50

把持装置で把持するときに、スペーサの把持面に設けた凹部に凸状の接続部を納めるよう
にして把持することができる。したがって、スペーサの把持面を接続部の凸部により損傷
させる等の「発明が解決しようとする課題」の項で述べたような問題は、ケーシングの凸
状の接続部を、スペーサを介して把持した場合にも生じない。
【発明の効果】
【００２３】
　以下の説明から明らかなように、この出願の第１番目の発明のケーシングドライバは、
「課題を解決するための手段」の項に示した１）の手段を採用しているので、ケーシング
の凸状の接続部をケーシング把持装置で直接把持しても、ケーシング把持装置の把持面が
損傷する等の前記の問題が生じない。また、この出願の第２番目の発明のケーシングドラ
イバは、「課題を解決するための手段」の項に示した２）の手段を採用しているので、ケ
ーシングの凸状の接続部をケーシング把持装置によりスペーサを介して把持しても、スペ
ーサの把持面が損傷する等の前記の問題が生じない。そのため、これら何れの発明のケー
シングドライバも、スラストシリンダのようなケーシング把持装置の昇降用駆動装置のス
トローク量を従来例のケーシングドライバよりも減少させることが可能となり、ひいては
、ケーシングドライバを小型化することができてその製作費を低減することができる。
【００２４】
　この出願の第１番目の発明及び第２番目の発明のケーシングドライバを具体化する場合
に、特に、特許請求の範囲の請求項４に記載のように具体化すれば、ケーシングをケーシ
ング把持装置で把持するときにケーシングの凸状の接続部を一対の凹部のうちの所望の側
に納めることができるので、ケーシング把持装置によりケーシングを把持する位置の自由
度を増やすことができて、ケーシング２の圧入作業時又は引き抜き作業時における使い勝
手を良好にすることができる。
【００２５】
　この出願の第１番目の発明のケーシングドライバを具体化する場合に、特に、特許請求
の範囲の請求項５に記載のように具体化すれば、凹部を形成するための加工工程を簡素化
することができる。また、ケーシングをケーシング把持装置で把持するときに、ケーシン
グの凸状の接続部を固定バンドの凹部にだけ納めるようにすればよいので、長期の使用に
より固定バンドに対する可動バンドの位置関係が若干変化しても、支障が生じることなく
ケーシングの圧入作業又は引き抜き作業を円滑に行うことができる。この出願の第２番目
の発明のケーシングドライバを具体化する場合に、特に、特許請求の範囲の請求項６に記
載のように具体化した場合にも、同様の効果を奏する。
【００２６】
　この出願の第１番目の発明及び第２番目の発明のケーシングドライバを具体化する場合
に、特に、特許請求の範囲の請求項７に記載のように具体化すれば、ケーシング把持装置
が楔部材の楔作用によりケーシングを把持するタイプのケーシングドライバであっても、
ケーシングの建て込み作業又は引き抜き作業を実施する場合において、ケーシングの凸状
の接続部をケーシング把持装置で直接把持し、又はスペーサを介して把持しても、把持面
が損傷する等の問題が生じない。そのため、スラストシリンダのようなケーシング把持装
置の昇降用駆動装置のストローク量を従来例のケーシングドライバよりも減少させること
が可能となり、ひいては、ケーシングドライバを小型化することができてその製作費を低
減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、この出願の第１番目の発明及び第２番目の発明が実際上どのように具体化される
のかを図１乃至図６を用いて説明することにより、この出願の各発明の実施の形態を明ら
かにする。
【００２８】
　まず、この出願の第１番目の発明の具体化した第１の例乃至第３の例のケーシングドラ
イバを、図１乃至図３を用いて説明する。図１は、この出願の第１番目の発明を具体化し
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た第１の例のケーシングドライバに関する要部の垂直断面図（図８のＡ－Ａ線断面と同様
の断面の垂直断面図）、図２は、この出願の第１番目の発明を具体化した第２の例のケー
シングドライバに関する図１と同様の垂直断面図、図３は、この出願の第１番目の発明を
具体化した第３の例のケーシングドライバに関する図１と同様の垂直断面図である。
【００２９】
　これらの図おいて既述の図７及び図８と同一の符号を付けた部分は、これら図７及び図
８と同等の部分を表すので、詳述しない。
【００３０】
　図１に乃至図３にそれぞれ示す第１の例乃至第３の例の各ケーシングドライバは、図７
及び図８の従来例のケーシングドライバ１と同様、ケーシング２０をバンドシリンダ１２
の駆動によりバンド８ａ，８ｂで締め付けて把持するタイプのケーシング把持装置８と、
このケーシング把持装置８を回転駆動するための、旋回ベアリング９、回転体１０、ピニ
オン１０ａ及び油圧モータ１１を設けて構成された回転駆動装置７と、これら回転駆動装
置７及びケーシング把持装置８が設けられ上下方向に昇降可能に設置される昇降フレーム
４と、この昇降フレーム４を上昇下降させるように駆動するスラストシリンダ６とを備え
、ケーシング２０をケーシング把持装置８で把持し回転駆動装置７で回転駆動しながらで
スラストシリンダ６で下降させて地中に押し込む。また、昇降フレーム４は、ベースフレ
ーム１の四隅に立設された中空筒状のガイドポスト５で案内されて上下方向に昇降するよ
うになっており、この昇降フレーム４を昇降させるスラストシリンダ６は、ガイドポスト
５の中空部に納められていて、この点でも従来例のケーシングドライバ１と変わらない。
【００３１】
　以下に第１の例乃至第３の例のケーシングドライバの特徴的な構造を中心に説明する。
これら各例のケーシングドライバは、何れも、ケーシング把持装置８の把持面８ｅに、ケ
ーシング２０に形成した溶接による凸状の接続部２０ｂを入れることが可能な断面方形状
の凹部８ｄを設けるようにしている点で共通している。
【００３２】
　図１に示す第１の例のケーシングドライバでは、ケーシング把持装置８の把持面８ｅに
こうした凹部８ｄを設ける場合に、この凹部８ｄを把持面８ｅの周囲全体すなわち固定バ
ンド８ａ及び各可動バンド８ｂの内面全体にわたって略環状に設けるようにしている。こ
の凹部８ｄは、図１に図示のように、凸状の接続部２０ｂの幅よりも若干広く、接続部２
０ｂの高さよりも若干深く形成している。そのため、ケーシング２０の圧入作業時又は引
き抜き作業時にケーシング２０をケーシング把持装置８で把持するときに、ケーシング把
持装置８の把持面８ｅに設けた凹部８ｄにケーシング２０の凸状の接続部２０ｂを納める
ようにして把持することができる。このとき、この凸状の接続部２０ｂは、ケーシング２
０を正しく把持する限りケーシング把持装置８と接触しない。なお、ケーシング２０をケ
ーシング把持装置８で把持するときに、把持面８ｅの凹部８ｄをケーシング２０の凸状の
接続部２０ｂの個所に位置させるように位置合わせをする必要があるが、この位置合わせ
は、スラストシリンダ６のストロークを検出するためのストロークセンサ（図示せず。）
を監視することにより行うことができる。
【００３３】
　前述したように、従来例のケーシングドライバ１では、ケーシング２０の凸状の接続部
２０ｂをケーシング２０の建て込み工程や引き抜き工程でケーシング把持装置８により把
持すると、ケーシング把持装置８の把持面を接続部２０ｂの凸部により損傷させたり、ケ
ーシング２０を鉛直方向に把持できなくなったりする事態が発生し、場合によっては、ケ
ーシング２０がケーシング把持装置８から滑り落ちる事態も生じる。これに対し、第１の
例のケーシングドライバでは、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂを、前記したように
把持面８ｅの凹部８ｄに納めるようにして把持するため、その凸状の接続部２０ｂをケー
シング把持装置８で把持しても、こうした事態が生じることはない。そのため、スラスト
シリンダ６のストローク量を従来例のケーシングドライバ１よりも減少させることが可能
となり、ひいては、ケーシングドライバ１を小型化することができてその製作費を低減す
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ることができる。
【００３４】
　図２に示す第２の例のケーシングドライバでは、凹部８ｄを第１の例のようにケーシン
グ把持装置８の把持面８ｅの周囲全体にわたって設ける場合に、図２に示すように、第１
の例における凹部８ｄと同様の環状の凹部８ｄを把持面８ｅの幅方向の中央部に対して上
下に対称に一対設けるようにしている。ここでは、環状の凹部８ｄを把持面８ｅに一対設
けているが、更に多く設けるようにしてもよい。この第２の例のケーシングドライバによ
れば、ケーシング２０の圧入作業時又は引き抜き作業時にケーシング２０をケーシング把
持装置８で把持するときに、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂをこれら一対の凹部８
ｄのうちの何れかに納めるようにして把持することができる。
【００３５】
　この第２の例のケーシングドライバは、こうした構造を備えているので、すでに述べた
第１の例のケーシングドライバと同様の効果を奏することができる。加えて、ケーシング
２０をケーシング把持装置８で把持するときに凸状の接続部２０ｂを一対の凹部８ｄのう
ちの所望の側に納めることができるので、ケーシング把持装置８によりケーシング２０を
把持する位置の自由度を増やすことができて、ケーシング２０の圧入作業時又は引き抜き
作業時における使い勝手を第１の例よりも良好にすることができる。
【００３６】
　図３に示す第３の例のケーシングドライバは、各可動バンド８ｂの上下方向の幅が固定
バンド８ａの上下方向の幅よりも狭いケーシング把持装置８を備えたケーシングドライバ
に適用することができる例である。この第３の例におけるケーシング把持装置８は、図３
に図示のように、上下方向にある程度の厚みがある底部８ａ’を固定バンド８ａに付設し
て、底部８ａ’を回転体１０に固定して設置するとともに、各可動バンド８ｂを、固定バ
ンド８ａの底部８ａ’の上面に固定しないで設置している。したがって、各可動バンド８
ｂは、上下方向の幅が固定バンド８ａの上下方向の幅よりも底部８ａ’分だけ狭く形成さ
れている。
【００３７】
　この第３の例のケーシングドライバでは、こうしたケーシング把持装置８を備えたケー
シングドライバにおいて、可動バンド８ｂが存在しない上下方向の位置における固定バン
ド８ａの把持面８ｅに、第１の例の凹部８ｄと同様の働きをする略円弧状の凹部８ｄを設
けるようにしている。すなわち、図３に図示のように、固定バンド８ａの底部８ａ’の上
面よりも若干下方の位置における固定バンド８ａの把持面８ｅに凹部８ｄを設けることに
より、凹部８ｄを可動バンド８ｂの底面よりも下方位置に設けるようにしている。そのた
め、ケーシング２０の圧入作業時又は引き抜き作業時にケーシング２０をケーシング把持
装置８で把持するときに、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂをこの固定バンド８ａの
凹部８ｄに納めるようにして把持することができる。
【００３８】
　この第３の例のケーシングドライバは、こうした構造を備えているので、すでに述べた
第１の例のケーシングドライバと同様の効果を奏することができる。加えて、ケーシング
２０の凸状の接続部２０ｂを入れることが可能な凹部８ｄを固定バンド８ａの把持面８ｅ
にだけ設ければよいので、凹部８ｄを形成するための加工工程を第１の例及び第２の例よ
りも簡素化することができる。また、ケーシング２０をケーシング把持装置８で把持する
ときに、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂを固定バンド８ａの凹部８ｄにだけ納める
ようにすればよいので、長期の使用により固定バンド８ａに対する可動バンド８ｂの位置
関係が若干変化しても、支障が生じることなくケーシング２０の圧入作業又は引き抜き作
業を円滑に行うことができる。
【００３９】
　次に、この出願の第１番目の発明の具体化した第４の例のケーシングドライバを、図４
及び図５を用いて説明する。図４は、この出願の第１番目の発明の具体化した第４の例の
ケーシングドライバに関する図１と同様の垂直断面図、図５は、図４のケーシングドライ
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バの動作を説明するための図である。
【００４０】
　ケーシング把持装置には、ケーシング２０の周囲に設置した楔部材３１を上下方向に移
動させることによりケーシング２０の外周に押し付けて楔作用によりケーシング２０の把
持を行ったりその把持を解除したりするタイプのものがある。図４及び図５に示す第４の
例のケーシングドライバは、こうしたタイプのケーシング把持装置を備えたケーシングド
ライバに適用できるようにした例である。この第４の例のケーシングドライバは、既述の
第１の例乃至第３の例とケーシング把持装置のタイプが異なるが、ケーシング把持装置の
把持面に、ケーシング２０における凸状の接続部２０ｂを入れることが可能な断面方形状
の凹部を設けるようにしている点では、既述の例と共通している。
【００４１】
　最初に、この第４の例のケーシングドライバの一般的な構造について概説すると、３０
は、昇降フレーム３（図示せず。）に回転自在に設置され楔部材３１を案内するためのテ
ーパー付きガイド面３０ａを内周側に有する案内部材としての回転体、３１はケーシング
２０の周囲に上下方向に移動可能に設置され楔作用によりケーシング２０を把持するケー
シング把持装置をなす楔部材、３２はこの楔部材３１と旋回ベアリング３３の内周部３３
ａ側とに枢着して両者を連結するリンク、３３はリング状の内周部３３ａとリング状の外
周部３３ｂとの間に両者の相対回転を可能にするようにベアリング３３ｃを設けて構成さ
れた旋回ベアリング、３４は旋回ベアリング３３の外周部３３ｂ側に取り付けられ楔部材
３１を上昇下降させる働きをする楔昇降用フレームである。
【００４２】
　回転体３０は、中央部にケーシング２０の挿通空間や楔部材３１の設置空間を有するよ
うに環状をなし、昇降フレーム３に設置した図示しない油圧モータにより回転体１０と同
様に回転駆動される。楔部材３１は、回転体３０のガイド面３０ａに対して摺動可能な角
度θのテーパー付き円弧状の摺動面３１ｂを外周側に有し、ケーシング２０を把持するた
めの円弧状の把持面３１ｃを内周側に有する。こうした楔部材３１は、ケーシング２０の
外周を囲繞するように複数個設けられている。そして、これら複数個の楔部材３１を後述
する手段により下方に移動させると、これらの楔部材３１がそれぞれ回転体３０のガイド
面３０ａに案内されてケーシング２０の外周面に押し付けられ、楔作用により協働してケ
ーシング２０の把持する。また、これらの楔部材３１を上方に移動させると、楔部材３１
によるケーシング２０の把持を解除する。リンク３２は、複数個の楔部材３１のそれぞれ
に対応して設け、これらを楔昇降用フレーム３４と連結している。
【００４３】
　楔昇降用フレーム３４の周囲には、スラストシリンダ６と類似する図示しない複数のシ
リンダが昇降フレーム４上に立設されている。楔昇降用フレーム３４は、これらのシリン
ダと図示しない連結部材で連結することにより昇降フレーム４上に設置されており、これ
らのシリンダを伸縮することにより昇降させることができるようになっている。この楔昇
降用フレーム３４の昇降動作は、旋回ベアリング３３及びリンク３２を介して各楔部材３
１に伝達され、各楔部材３１を上下方向に移動させることができる。この昇降動作は、旋
回ベアリング３３を介して楔部材３１に伝達されるので、楔部材３１は、楔昇降用フレー
ム３４に対して自由に回転することができる。
【００４４】
　図５には、楔昇降用フレーム３４を下降させて楔部材３１を下方に移動させたときの状
態を点線で図示している。いま、楔部材３１を距離ｙだけ下方に移動させたとすると、楔
部材３１は、回転体３０のテーパー付きガイド面３０ａに案内されるため、ケーシング２
０の外周面に向けて径方向にｘだけ移動する。こうした動作により、各楔部材３１をケー
シング２０の外周面に押し付けて楔作用によりケーシング２０を把持することができる。
このとき、回転体３０を回転駆動すると、各楔部材３１は、回転体３０に随伴して回転し
てケーシング２０を回転させることができる。
【００４５】
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　第４の例のケーシングドライバでは、以上のような楔部材３１と案内部材としての回転
体３０を設けて構成されたケーシング把持装置を備えたケーシングドライバにおいて、楔
部材３１を上下方向に移動させる距離よりも大きい幅を上下方向に有する凹部３１ａを各
楔部材３１の把持面３１ｃに設けるようにしている。すなわち、楔部材３１の把持面３１
ｃに凹部３１ａを形成する場合、図５に示すように、この凹部３１ａの上下方向の幅ｚが
楔部材３１の上下方向の移動距離ｙ＋凸状の接続部２０ｂの上下方向の幅α以上になるよ
うに形成している。
【００４６】
　第４の例のケーシングドライバは、こうした構造を備えているので、楔部材３１を上下
方向に移動させて、ケーシング２０を把持したり、ケーシング２０の把持を解除したりす
る過程で、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂが楔部材３１の凹部３１ａ内に常に納め
られて楔部材３１に強く接触するようなことはない。したがって、ケーシング把持装置が
楔部材３１の楔作用によりケーシング２０を把持するタイプのケーシングドライバであっ
ても、ケーシング２０の建て込み作業又は引き抜き作業を実施する場合において、ケーシ
ング２０の凸状の接続部２０ｂをケーシング把持装置で直接把持しても、把持面３１ｃが
損傷する等の問題が生じず、前述した第１の例のケーシングドライバの効果と同様の効果
を奏することができる。
【００４７】
　最後に、この出願の第２番目の発明の具体化した例のケーシングドライバを、図６を用
いて説明する。図６は、この出願の第２番目の発明の具体化した例のケーシングドライバ
に関する図１と同様の垂直断面図である。これらの図おいて既述の図と同一の符号を付け
た部分は、これら既述の図と同等の部分を表すので、詳述しない。
【００４８】
　図６に示す例のケーシングドライバは、図７及び図８に図示のようなケーシング把持装
置８を備えたケーシングドライバにおいて、このケーシング把持装置８の内周部に装着す
ることにより、ケーシング把持装置８で把持する標準のケーシング２０よりも小径のケー
シング２０を把持することができるようにするための、固定バンド８ａの内側に装着され
る固定バンド用スペーサ片１３ａと各可動バンド８ｂの内側にそれぞれ装着される複数の
可動バンド用スペーサ片１３ｂとを備えたスペーサ１３を付設して、このスペーサ１３の
把持面１３ｄに、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂを入れることが可能な凹部１３ｃ
を設けるようにしたものである。
【００４９】
　こうした凹部１３ｃをスペーサ１３の把持面１３ｄに設ける場合に、凹部１３ｃを、ス
ペーサ１３の把持面１３ｄの周囲全体すなわち固定バンド用スペーサ片１３ａと各可動バ
ンド用スペーサ片１３ｂの内面全体にわたって略環状に設けるようにしている。この凹部
１３ｃの形状は、図１に示す第１の例においてケーシング把持装置８の把持面８ｅに形成
される凹部８ｄと実質上変わらない。そのため、ケーシング２０の圧入作業時又は引き抜
き作業時にケーシング２０をスペーサ１３で把持するときに、スペーサ１３の把持面１３
ｄに設けた凹部１３ｃにケーシング２０の凸状の接続部２０ｂを納めるようにして把持す
ることができる。
【００５０】
　図６に示す例のケーシングドライバでは、このようにケーシング２０の凸状の接続部２
０ｂを凹部１３ｃに納めるようにして把持するので、スペーサ１３の把持面１３ｄを接続
部２０ｂの凸部により損傷させる等の「発明が解決しようとする課題」の項で述べたよう
な問題は、ケーシング２０の凸状の接続部２０ｂを、スペーサ１３を介して把持した場合
にも生じない。そのため、スラストシリンダ６のストローク量を従来例のケーシングドラ
イバ１よりも減少させることが可能となり、ひいては、ケーシングドライバ１を小型化す
ることができてその製作費を低減することができ、第１の例で述べた効果と同様の効果を
奏することができる。
【００５１】
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　図６には、スペーサ１３の把持面１３ｄに凹部１３ｃを設ける場合、凹部１３ｄを把持
面１３ｄの周囲全体にわたって一つ設ける例を示したが、図２の例に準じて複数個設ける
こともできる。また、各可動バンド８ｂの上下方向の幅が固定バンド８ａの上下方向の幅
よりも狭いケーシング把持装置８を備えたケーシングドライバについては、図３の例に準
じて可動バンド８ｂが存在しない上下方向の位置における固定バンド８ａ側の固定バンド
用スペーサ片１３ａの把持面１３ｄに凹部を設けるようにすることもできる。さらに、ケ
ーシング把持装置が楔部材３１の楔作用によりケーシング２０を把持するタイプのケーシ
ングドライバである場合でも、そのケーシング把持装置に装着されるスペーサ１３の把持
面１３ｄに凹部を設けるようにすることもできる。
【００５２】
　以上の例では、ケーシング把持装置８の把持面８ａにおける凹部８ｄやスペーサ１３の
把持面１３ｄの凹部１３ｃを、何れも、凸状の接続部２０ｂの幅よりも若干広く、その高
さよりも若干深く形成しているが、凹部８ｄや凹部１３ｃは、要は凸状の接続部２０ｂが
接触して損傷させないように形成すればよい。以上述べたこの出願の発明に係る技術内容
は、ケーシング把持装置でのケーシング２０の把持を解除する際にケーシング２０を把持
すことがるできるサブバンド等のケーシングの副把持装置やそのスペーサにも適用するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】この出願の第１番目の発明を具体化した第１の例のケーシングドライバに関する
要部の垂直断面図（図８のＡ－Ａ線断面と同様の断面の垂直断面図）である。
【図２】この出願の第１番目の発明を具体化した第２の例のケーシングドライバに関する
図１と同様の垂直断面図である。
【図３】この出願の第１番目の発明を具体化した第３の例のケーシングドライバに関する
図１と同様の垂直断面図である。
【図４】この出願の第１番目の発明の具体化した第４の例のケーシングドライバに関する
図１と同様の垂直断面図である。
【図５】図４のケーシングドライバの動作を説明するための図である。
【図６】この出願の第２番目の発明の具体化した例のケーシングドライバに関する図１と
同様の垂直断面図である。
【図７】従来例のケーシングドライバの正面図である。
【図８】図７のケーシングドライバの平面図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　（従来例の）ケーシングドライバ
　２　　ベースフレーム
　３　　水平調整ジャッキ
　４　　昇降フレーム
　５　　ガイドポスト
　６　　スラストシリンダ
　７　　回転駆動装置
　８　　ケーシング把持装置
　８ａ　固定バンド
　８ｂ　可動バンド
　８ｃ　ピン
　８ｄ　凹部
　８ｅ　（ケーシング把持装置８の）把持面
　９　　旋回ベアリング
　１０　　回転体
　１０ａ　ピニオン
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　１１　　油圧モータ
　１２　　バンドシリンダ
　１３　　スペーサ
　１３ａ　　固定バンド用スペーサ片
　１３ｂ　　可動バンド用スペーサ片
　１３ｃ　　凹部
　１３ｄ　　把持面
　２０　　ケーシング
　２０ａ　（ケーシング２０の）接続個所
　２０ｂ　（ケーシング２０の）凸状の接続部
　３０　　回転体
　３０ａ　（テーパー付き）ガイド面
　３１　　楔部材
　３１ａ　凹部
　３１ｂ　摺動面
　３１ｃ　（楔部材３１の）把持面
　３２　　リンク
　３３　　旋回ベアリング
　３４　　楔昇降用フレーム

【図１】

【図２】

【図３】
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